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値段が高いのには訳がある‼  安いのにも訳がある‼ 
ご家庭で使う調味料をどのような基準で選んで
いますか。身近な調味料の選び方をシリーズで
お示ししていきます。・２回目は塩です。 

先日うぇるるでの「うぇるるトーク」に参加して 
きました。デザイナーはなす食育塾の平山理事長。 
内容は食に関する講話と「いきいき長生き川柳かるた」 
取り大会でした。 
 食育塾の発足とその経緯や活動状況の話では、土に触れ、種を蒔き、収
穫を体験するうちに変化していく子供たちの様子や、親たちの関心の高ま
りなどを知ることができました。 
 講話の最後には食品添加物の話をされました。今後勉強を深めるとのこ
とでした。「確かに気になることだなあ」と思いつつ、下野新聞の「雷鳴
抄」を読み直したのでした。 
 食育通信 No５８にもしょうゆの添加物について詳しく載っていました。こ
れからも機会があればぜひ聞きたいテーマだと思いました。 
 今年６月には「食育推進全国大会」が宇都宮で開催されるそうです。那
須塩原市の食育推進を担う本塾の活動を応援できたらいいなと思いまし
た。「川柳かるた」にあるように、その年代に応じた食育（食事への関心）
が必要だと思いました。 
 本題のかるた取り大会は、思わず「あるある！」「それって私？」的な可笑
しさに参加者全員が大笑い！！新年初笑いとなりました。久しぶりに私も笑
った気がします。 
 最後には手作りの、きなこ棒ならぬきなこ玉？と干し芋スティックをいただ
き、3 時のおやつになりました。いくつになっても 3 時のおやつはいいもの 
ですね！        ～甘いもの大好きシニアよりの感想でした～ 

◇製塩の工程
①海水をそのままか、岩塩を溶かして濃い海水を
作る⇒②海水を濃縮し塩分を多く含んだ「かんす
い」を作る⇒③かんすいを結晶化
◇製法で４つに大別
※岩塩などをそのまま（掘り出して粉砕）
※精製塩（かつての日本専売公社の塩がこれ）
※再生加工塩（塩水に塩化マグネシウムなどのにが

り成分をいれる）
※自然海塩（自然・天然という言葉は使えないため、公

的には自然海塩という言い方はありません）

リレー 

◇ラベルの見方は非常に難解！
※製造方法
原材料：海水（奥能登）
※工法：天日、平釜

※製造方法
原材料：海水（日本） ※工
法：イオン膜、平釜、乾燥

※製造方法
原材料：天日塩（８９．３％メ
キシコまたはオーストラリ
ア）、海水（海水（１０．７％
沖縄） ※工程 溶解、平釜

※製造方法
原材料：海水（長崎県）、グ
ルタミン酸ソーダ、炭酸カル
シウム、炭酸マグネシウム

※工程：イオン膜、立釜、乾
燥、混合

奥能登の海水を天日で濃縮し、
平釜で煮詰めた伝統的製法の塩 

日本の海水からイオン交換膜で塩
化マグネシウムを取り出し、密閉され
た立釜で煮詰め乾燥された精製塩 

メキシコまたはオーストラリアから
の天日塩を沖縄の海水に溶かし
て、濃い海水を作り、平釜で煮詰
めて作った再生加工塩

長崎県の海水をイオン交換膜で濃
縮し、立釜で煮詰め乾燥までは精
製塩と同じだが、塩の吸湿を防ぐた
めと、うま味を増すために炭酸マグ
ネシウムや炭酸カルシウム、グルタ

ミン酸ソーダを加えた再生加工塩

難しい用語は覚えなくても OK！ ただいろんなものが混
ぜられるほど値段が安くなる不思議！ 値段だけでなく
ラベルを読み解く力も必要ですね。

 
（参考：安部司著 食品の裏側から）




